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高等言語教育研究所に「CALL/ICT 部門」が設立されて本年度は 5 年目に入ったが、本学の 
外国語教育に対して、Computer Assisted Language Learning（以下 CALL）と Information 
Communication Technology（以下 ICT）を活用した自律型学習がどの程度まで可能となるの 
か、また、そのための支援には何が必要なのかについて継続的に検討を加え、諸活動を行なっ 
た。特に、本年 4 月から外国語学部において（文科省助成による）「グローバル人材育成推進事 
業」の中核となる iCoToBa（多言語学習センター）の本格的活動が開始され、その活動と協調関
係を保ちながら、本学における今後の「CALL/ICT 部門」の方向性を考究する 1 年になったと総
括することができる。 
 
1．CALL & ICT 教室の整備計画――本学学務課及び多言語学習センターとの連携 
本学が設置する CALL 機能を備えたデジタル方式多目的メディア教室の整備は一応完結し
たが、今年度は H205 及び H204 教室の教卓 PC に GlobalVoice CALL（HOYA 製）をインスト
ールし、リアルタイムでの自主制作音声教材の活用を可能にした。 
① G202 教室（旧 LL30 人教室）：PC29 台（Win.7）と簡易型 CALL“Wingnet”（コンピュー 
タウィング社製）の整備（平成 23 年度改修）。 
② G205 教室（旧 LL30 人教室）：PC29 台（Win.7）と簡易型 CALL“Wingnet”［同上］ 
③ H205 教室（旧 LL50 人教室）：PC50 台（Win.7）と PC@LL（内田洋行製 CALL）の整備 
（平成 18 年度及び平成 22 年度改修）。 Audacity 全卓完備。GlobalVoice CALL を 
インストール。 
④ H204 教室（旧 LL50 人教室）：PC50 台（Win.7）と PC@LL（内田洋行製 CALL）の整備 
（平成 21 年度改修）。GlobalVoice CALL をインストール。 
⑤ G204 教室（旧 LL30 人教室）：PC29 台（Win.VISTA）と簡易型 CALL“Wingnet”（コン 
ピュータウィング社製）の整備（平成 20 年度改修）。対応年数から再改修する必要あり 
⑥ iCoToBa（多言語学習センター）：PC14 台（Win.7）/ 貸出し Laptop PC 5 台（Win.7）/  
iPAD 10 台と ALC NetAcademy 及び Rosetta World（Rosetta Stone 社製）の整備 
グローバル人材育成推進事業 






本部門は過去 4 ヶ年度（2009-2012）にわたり、大学英語教育学会（JACET）の ICT 調
査特別委員会の活動と連携して、本研究所員である Pope 教授、Watts 准教授（発表稿は『大
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学英語教育学会 ICT 授業実践報告書 2010』に所収）、Cumming 講師、Robinson 講師（発






















現在の世界的潮流としてOER（Open Educational Resources [公開教材]）が拡張しつつあ
ることは本誌第 5号においても報告したが、MOOCs（Massive Open Online Courses [大規模
公開オンライン講座]）がメディアで採り上げられるようになって多くの関心を集めている。米国発
の主なMOOC「ムーク」にはCoursera / edX / Udacityがあるが、東大（例えば、藤原帰一教授
の国際政治学）はスタンフォード大系の「コーセラ」に、京大はMIT及びハーバード大系の「エデ









室環境で利用する閉鎖型 CALL から、学生が on demand で自由に活用できる開放型 CALL
への移行――NBLT（Network-Based Language Teaching）の推進が急務であることを再認
識させてくれる。 
